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生
産
者
を
は
じ
め
関
係
の
皆
様
に

は
、
日
頃
よ
り
農
業
・
農
村
の
振
興

や
当
セ
ン
タ
ー
の
事
業
推
進
に
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
農
業
農
村
を
と
り
ま
く
情

勢
は
、
人
口
減
少
に
よ
る
農
業
従
事

者
の
高
齢
化
や
人
手
不
足
、
猛
暑
や

集
中
豪
雨
に
よ
る
被
害
の
頻
発
化
、

国
際
情
勢
の
影
響
に
よ
る
食
料
供
給

の
不
安
定
化
や
資
材
・
燃
料
価
格
の

高
騰
な
ど
多
く
の
問
題
に
直
面
し
て

い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、

担
い
手
へ
農
地
を
集
積
・
集
約
す
る

と
と
も
に
、
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
の

導
入
と
そ
れ
に
応
じ
た
農
地
の
大
区

画
化
・
汎
用
化
や
、
幅
広
溝
畔
な
ど

に
よ
る
維
持
管
理
作
業
の
軽
減
化
を

図
る
な
ど
、
生
産
性
の
高
い
農
業
へ

の
転
換
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
気
候
変
動
に
よ
り
厳
し
い

生
育
条
件
や
災
害
リ
ス
ク
が
高
ま
る

中
、
「
富
富
富
」
な
ど
高
温
耐
性
品

種
の
作
付
け
拡
大
と
良
質
米
の
安
定

生
産
や
収
益
性
の
高
い
園
芸
品
目
の

生
産
拡
大
、
農
業
水
利
施
設
の
計
画

的
・
効
率
的
な
防
災
工
事
の
実
施
や

農
業
用
水
路
へ
の
転
落
事
故
防
止
の

た
め
の
一
斉
点
検
活
動
や
転
落
防
止

柵
の
設
置
な
ど
に
よ
り
、
競
争
力
あ

る
農
産
物
の
生
産
と
安
全
・
安
心
な

地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
管
内
に
は
多
く
の
中
山

間
地
域
が
あ
り
、
こ
う
し
た
地
域
の

農
業
振
興
に
向
け
、
用
排
水
路
や
農

道
整
備
、
恒
久
柵
や
鳥
獣
用
グ
レ
ー

チ
ン
グ
の
設
置
に
よ
る
鳥
獣
被
害
防

止
対
策
の
ほ
か
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

機
能
の
維
持
・
強
化
を
図
る
農
村
型

地
域
運
営
組
織
（
農
村
Ｒ
Ｍ
Ｏ
）
の

定
着
支
援
、
都
市
部
の
住
民
な
ど
と

の
マ
ッ
チ
ン
グ
に
よ
る
農
村
関
係
人

口
の
拡
大
や
深
化
を
図
る
な
ど
、
中

山
間
地
域
の
活
性
化
を
推
進
し
て
い

ま
す
。

新
川
地
域
の
魅
力
あ
る
農
業
と
美

し
い
農
村
を
実
現
し
次
世
代
へ
つ
な

ぐ
た
め
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
か

ら
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、

皆
様
に
は
引
き
続
き
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

日
本
の
農
村
は
、
人
口
減
少
と
高

齢
化
が
進
み
、
存
続
が
厳
し
い
集
落

も
多
く
、
危
機
的
な
状
況
で
す
。
農

村
Ｒ
Ｍ
Ｏ
（
農
村
型
地
域
運
営
組
織
）

は
、
こ
う
し
た
状
況
を
打
開
す
る
た

め
に
地
域
の
住
民
や
集
落
営
農
法
人
、

自
治
会
な
ど
が
農
用
地
保
全
、
地
域

の
資
源
活
用
、
住
民
の
生
活
支
援
を

テ
ー
マ
に
一
体
と
な
っ
て
地
域
経
営

に
取
り
組
む
新
し
い
枠
組
み
で
す
。

Ｒ
Ｍ
Ｏ
（R

e
g
i
o
n

M
a
n
a
g
e
m
e
n
t

O
r
g
a
n
i
z
a
t
i
o
n

）
は
地
域
運
営
組
織

の
こ
と
で
、
地
域
の
課
題
を
地
域
の

住
民
が
中
心
に
解
決
す
る
組
織
で
す
。

農
用
地
の
保
全
を
中
心
に
活
動
す
る

Ｒ
Ｍ
Ｏ
を
農
村
Ｒ
Ｍ
Ｏ
と
呼
ん
で
い

ま
す
。
こ
の
組
織
は
、
農
林
水
産
省

が
主
軸
と
な
っ
て
支
援
し
ま
す
が
、

新
川
地
域
の
魅
力
あ
る
農
業
と
美
し
い
農
村
の
実
現
に
向
け
て
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内
閣
府
、
厚
生
労
働
省
、
総
務
省
、

国
土
交
通
省
の
各
府
省
や
、
都
道
府

県
、
市
町
村
の
地
方
自
治
体
も
併
せ

て
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
と
い
う
こ
れ

ま
で
に
な
い
広
範
囲
な
取
り
組
み
で
、

令
和
４
年
度
よ
り
全
国
で
展
開
さ
れ

て
い
ま
す
。

新
川
管
内
で
は
、
黒
部
市
宇
奈
月

町
下
立
・
浦
山
地
区
で
令
和
６
年
度

よ
り
農
村
Ｒ
Ｍ
Ｏ
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

こ
の
地
区
で
は
、
閉
鎖
さ
れ
た
直

売
所
の
復
活
、
子
供
食
堂
や
認
知
症

カ
フ
ェ
の
併
設
、
レ
モ
ン
グ
ラ
ス
の

試
験
栽
培
、
黒
部
市
の
伝
統
菓
子
で

あ
る
「
水
だ
ん
ご
」
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
の
開
催
等
を
通
じ
て
、
地
域
の
活

性
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

令
和
８
年
度
か
ら
は
、
新
た
に
魚

津
市
松
倉
地
区
で
農
村
Ｒ
Ｍ
Ｏ
事
業

に
着
手
し
ま
す
。

平
成
28
年
度
か
ら
令
和
７
年
度
の

10
年
間
に
県
内
で
発
生
し
た
農
業
用

水
路
で
の
転
落
死
亡
事
故
は
158
件
と

な
っ
て
お
り
、
令
和
７
年
度
で
は
12

件
の
転
落
死
亡
事
故
が
発
生
し
て
い

ま
す
。

多
発
す
る
転
落
事
故
へ
の
防
止
対

策
と
し
て
、
行
政
、
関
係
団
体
や
地

域
組
織
な
ど
が
連
携
し
て
、
啓
発
チ

ラ
シ
の
作
成
や
市
町
広
報
誌
、
行
政

Ｓ
Ｎ
Ｓ
へ
の
掲
載
な
ど
で
注
意
喚
起

を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
域
住
民
に
よ
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
意
見
集
約
・
合
意
形
成

す
る
手
法
に
よ
り
、
身
近
な
危
険
箇

所
の
把
握
や
、
実
情
に
応
じ
た
対
策

を
検
討
す
る
危
険
箇
所
マ
ッ
プ
の
作

成
を
進
め
て
い
ま
す
。

令
和
７
年
度
は
、
県
内
で
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
20
箇
所
で
実
施
し
、
う

ち
管
内
で
は
６
箇
所
実
施
し
ま
し
た
。

令
和
８
年
度
も
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

実
施
を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
引

き
続
き
、
市
町
や
土
地
改
良
区
な
ど

関
係
機
関
職
員
の
方
々
に
は
、
事
故

防
止
に
向
け
た
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
活
動
で
、
近
年
の
事

故
件
数
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、

依
然
と
し
て
県
内
で
年
間
10
件
以
上

の
事
故
が
発
生
し
、
特
に
65
歳
以
上

の
高
齢
者
が
９
割
以
上
で
す
。

ま
た
、
自
宅
近
く
の
水
路
で
も
発

生
し
て
い
ま
す
。
事
故
を
「
自
分
事
」

と
意
識
し
、
家
族
・
地
域
で
の
声
掛

け
に
も
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
か
ら
の
地
域
の
農
業
を
担
う

農
業
者
の
皆
さ
ん
、
田
ん
ぼ
の
畦
が
、

規
模
拡
大
の
ブ
レ
ー
キ
に
な
っ
て
い

ま
せ
ん
か
？

令
和
７
年
４
月
に
閣
議
決
定
さ
れ

た
新
し
い
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本

計
画
に
基
づ
き
、
初
動
５
年
間
で
農

業
構
造
転
換
を
推
進
す
る
た
め
、
令

和
８
年
度
か
ら
、
農
業
者
が
自
ら
行

う
畦
畔
除
去
等
の
簡
易
整
備
に
よ
る

農
地
の
大
区
画
化
等
の
取
組
を
支
援

す
る
、
大
区
画
化
等
加
速
化
支
援
事

業
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

区
画
が
小
さ
い
ほ
場
、
畦
畔
が
多

く
作
業
効
率
が
悪
い
ほ
場
、
団
地
化

を
進
め
た
い
ほ
場
、
自
分
た
ち
の
手
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で
ほ
場
は
変
え
ら
れ
ま
す
！

ま
ず
は
気
軽
に
ご
相
談
を
！

■

農
村
地
域
防
災
減
災
事
業

鹿
熊
地
区
（
魚
津
市
）

本
地
区
は
、
魚
津
市
鹿
熊
ほ
か
地

内
を
流
下
す
る
下
椿
用
水
路
の
改
修

を
行
う
も
の
で
す
。
本
水
路
は
、
素

掘
り
ト
ン
ネ
ル
と
三
方
コ
ン
ク
リ
ー

ト
水
路
区
間
を
有
し
て
お
り
、
老
朽

化
が
著
し
く
進
行
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
過
去
に
は
斜
面
か
ら
の
落
石
に

よ
り
水
路
が
損
壊
し
た
こ
と
も
あ
り
、

本
事
業
に
て
、
災
害
の
未
然
防
止
と

維
持
管
理
の
省
力
化
を
図
り
ま
す
。

■

農
村
地
域
防
災
減
災
事
業

宮
野
用
水
地
区
（
黒
部
市
）

宮
野
用
水
路
は
、
段
丘
の
斜
面
に

接
す
る
山
腹
水
路
で
あ
り
、
過
去
の

事
業
に
よ
り
暗
渠
化
が
な
さ
れ
ま
し

た
。し

か
し
、
本
事
業
区
間
に
つ
い
て

は
既
設
利
用
の
ま
ま
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ト
ン
ネ
ル
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、

老
朽
化
が
著
し
く
、
災
害
の
危
険
性

が
あ
っ
た
た
め
、
本
事
業
に
よ
り
、

災
害
の
未
然
防
止
と
用
水
路
の
機
能

維
持
を
図
り
ま
す
。

■

農
地
整
備
事
業

殿
町
東
部
一
期
地
区
（
朝
日
町
）

本
地
区
で
は
、
小
規
模
な
区
画
等

が
担
い
手
農
業
者
に
よ
る
営
農
の
高

度
化
及
び
営
農
規
模
の
さ
ら
な
る
拡

大
に
と
っ
て
阻
害
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
区
画
整
理
に
よ
る
農

地
の
大
区
画
化
（
計
画
２
㏊
）
・
汎

用
化
を
図
り
、
大
型
機
械
に
適
し
た

農
地
に
よ
る
営
農
規
模
の
拡
大
・
作

業
の
効
率
化
と
併
せ
て
、
排
水
性
の

高
い
高
収
益
作
物
に
適
し
た
大
区
画

ほ
場
を
活
用
し
、
「
白
ね
ぎ
」
な
ど

の
生
産
拡
大
を
進
め
収
益
性
の
高
い

農
業
経
営
の
確
立
を
目
指
し
ま
す
。

■

水
利
施
設
等
保
全
高
度
化
事
業

横
水
地
区
（
朝
日
町
）

本
地
区
の
横
水
頭
首
工
は
朝
日
町

を
流
れ
る
二
級
河
川
舟
川
に
設
置
さ

れ
て
い
る
取
水
堰
で
す
。

本
地
区
で
は
、
設
備
の
老
朽
化
に

伴
う
故
障
が
頻
発
し
て
お
り
、
安
定

し
た
取
水
の
確
保
が
難
し
い
状
況
で

あ
っ
た
た
め
、
適
正
な
取
水
管
理
に

多
く
の
労
力
が
必
要
で
し
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
本
事
業
で
頭
首

工
を
改
修
し
、
ゲ
ー
ト
の
遠
隔
監
視

制
御
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
こ
と
で
、

取
水
管
理
の
省
力
化
と
用
水
の
安
定

供
給
が
な
さ
れ
、
営
農
の
効
率
化
に

寄
与
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

■

農
村
地
域
防
災
減
災
事
業

棚
山
西
池
地
区
（
朝
日
町
）

本
地
区
の
棚
山
西
池
は
朝
日
町
に

あ
る
た
め
池
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
点

検
や
調
査
で
堤
体
の
漏
水
が
発
見
さ

れ
、
地
震
時
の
安
定
性
を
欠
い
て
い

る
こ
と
が
判
明
し
て
お
り
、
自
然
災

害
発
生
時
に
は
た
め
池
の
決
壊
に
よ

る
下
流
域
へ
の
被
害
が
危
惧
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

（
次
ペ
ー
ジ
に
つ
づ
く
）
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い
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
本
事
業
に
よ
っ
て
堤

体
・
洪
水
吐
等
の
改
修
を
行
い
、
被

害
を
未
然
に
防
止
し
、
農
業
用
水
源

を
維
持
し
地
域
の
農
業
の
発
展
と
防

災
力
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

■

農
地
整
備
事
業

上
田
地
区
（
入
善
町
）

本
地
区
の
農
業
用
用
排
水
路
は
昭

和
45
年
か
ら
50
年
に
造
成
さ
れ
、
完

成
後
40
年
以
上
が
経
過
し
施
設
の
老

朽
化
が
進
ん
だ
こ
と
か
ら
、
維
持
管

理
に
係
る
労
力
を
要
し
、
営
農
活
動

に
も
支
障
を
来
し
て
い
ま
し
た
。

本
事
業
で
は
用
排
水
路
約
4.5
㎞
の

改
修
の
中
で
、
一
部
開
水
路
に
お
い

て
は
管
水
路
へ
改
修
し
て
維
持
管
理

労
力
の
低
減
を
図
り
、
特
産
の
「
入

善
ジ
ャ
ン
ボ
西
瓜
」
を
は
じ
め
、
高

収
益
作
物
の
作
付
に
対
応
し
た
ほ
場

と
な
る
よ
う
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

■

農
地
整
備
事
業

宮
津
地
区
（
魚
津
市
）

宮
津
地
区
は
、
「
未
整
備
の
エ
リ

ア
」
と
「
昭
和
40
年
代
に
整
備
さ
れ

た
エ
リ
ア
」
が
混
在
し
て
お
り
、
整

備
し
た
水
路
で
も
整
備
後
約
50
年
経

過
す
る
な
ど
地
区
全
体
で
施
設
の
老

朽
化
が
進
ん
で
い
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
水
漏
れ
や
法
崩
れ
が

た
び
た
び
発
生
し
、
水
管
理
や
泥
上

げ
な
ど
に
多
く
の
手
間
が
か
か
っ
て

い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
課
題
を
解
決
す
る
た

め
、
本
事
業
で
は
約
17
㏊
の
農
地
を

区
画
整
理
し
、
あ
わ
せ
て
約
5.5
㎞
の

水
路
を
新
し
く
整
備
し
ま
し
た
。

整
備
後
は
、
「
新
川
だ
い
こ
ん
」

の
生
産
拡
大
や
担
い
手
へ
の
農
地
集

積
率
が
９
割
を
超
え
る
な
ど
地
域
の

農
業
が
着
実
に
活
性
化
し
て
い
ま
す
。

指
導
課
計
画
班
に
配
属
に
な
り
ま

し
た
石
井
で
す
。
出
身
は
朝
日
町
で
、

趣
味
は
サ
ウ
ナ
に
入
る
こ
と
と
食
べ

る
こ
と
で
す
。
現
在
は
広
報
広
聴
や
、

農
地
地
す
べ
り
防
止
区
域
の
管
理
な

ど
と
い
っ
た
新
し
い
仕
事
を
さ
せ
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。
早
く
職
場
に
な

れ
る
よ
う
精
一
杯
努
力
し
て
い
き
た

い
で
す
。

農
村
整
備
課
農
地
整
備
第
一
班
配

属
に
な
り
ま
し
た
志
鷹
で
す
。

出
身
は
富
山
県
の
立
山
町
で
す
。

趣
味
は
キ
ャ
ン
プ
で
、
好
き
な
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
は
サ
ザ
ン
オ
ー
ル
ス
タ
ー

ズ
で
す
。

前
職
は
土
木
の
施
工
管
理
で
、
主

に
砂
防
工
事
に
携
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

わ
か
ら
な
い
こ
と
が
多
く
ご
迷
惑
を

か
け
ま
す
が
、
早
く
仕
事
を
覚
え
ら

れ
る
よ
う
努
力
し
ま
す
！

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

最
近
は
気
温
が
下
が
り
、
秋
の
気

配
が
深
ま
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

秋
に
は
秋
刀
魚
や
り
ん
ご
、
さ
つ

ま
い
も
な
ど
と
い
っ
た
旬
の
食
材
が

豊
富
で
す
。
ぜ
ひ
皆
様
も
旬
の
食
材

を
食
べ
て
、
免
疫
力
向
上
か
つ
健
康

的
に
こ
れ
か
ら
も
過
ご
し
て
行
き
ま

し
ょ
う
。
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農村整備課

農地整備第一班

https://www.facebook.com/

